
公民  0 9 中 3  社会 小テスト  その 2 こたえ

平等権と共生社会
名前

月 日

現代社会 憲法 政治 経済 国際社会 これから

今
日
の
問
い

差別をなくし、だれもが対等に暮らせる社会にするには何が必要だろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 男女雇用機会均等法が制定されたのは である。 (10点)

2 憲法第14条は、政治的・経済的・ に差別されないとしている。 (10点)

3 障がいを理由とする差別をなくすため、2013年に が制定された。 (10点)

4 立場のちがいに応じた な区別は、法の下の平等に反しない。 (10点)

5 はじめからだれもが使いやすい形にする考え方を という。 (10点)

6 親を殺す罪を重く罰する規定は、 に最高裁判所が違憲と判断した。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 1973年、最高裁判所は親を殺す罪を重く罰する規定を憲法に反しないとした。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 立場のちがいに応じた合理的な区別は、認められる。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 男女平等に関する法律の組み合わせとして、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア 1985年が男女共同参画社会基本法、1999年が障

害者差別解消法

イ 1985年が男女雇用機会均等法、1999年が男女共

同参画社会基本法

ウ 1985年がヘイトスピーチ解消法、1999年が男女

雇用機会均等法

エ 1985年が障害者差別解消法、1999年が男女雇用

機会均等法 (10点)

10 憲法第14条があげる差別の理由として、正しい組み合わせを選びなさい。　( ア )

ア 人種・信条・性別・社会的身分・門地 イ 年齢・職業・収入・住所・学歴

ウ 国籍・宗教・趣味・身長・血液型 エ 出身地・年収・家族・容姿・特技 (10点)

得点 / 100

1985年

社会的

障害者差別解消法

合理的

ユニバーサルデザイン

1973年

法の下の平等に反する

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら

ちりつもドリル
学校・家庭・塾・教室での印刷と配布は自由です。ウェブへの掲載・

販売はできません。
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